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韓
愈
の
「
新
律
詩
」

 
 
 
1
元
積
に
よ
る
韓
愈
の
近
体
詩
評
価
を
め
ぐ
っ
て
一

畑
村

学

顧、

ﾍ
じ
め
に

 
韓
愈
と
同
じ
中
唐
の
人
で
あ
る
元
積
は
、
赴
任
先
の
通
州
(
四
川
省
達
県
)
で
聞

い
た
韓
愈
の
詩
を
「
新
律
詩
」
と
評
し
た
。
「
見
人
詠
韓
舎
人
新
律
詩
因
有
戯
贈
(
人

の
韓
舎
人
の
新
律
詩
を
詠
ず
る
を
見
る
。
因
り
て
戯
れ
に
贈
る
有
り
ご
と
題
す

る
詩
に
そ
の
言
葉
は
見
え
る
の
が
、
本
稿
で
は
こ
の
元
積
の
詩
を
通
じ
て
、
元
慣

の
言
う
韓
愈
の
「
新
律
詩
」
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
を
考
察
す
る
。

・
筆
者
は
こ
れ
ま
で
、
貞
元
年
間
か
ら
元
和
年
間
初
期
に
か
け
て
の
韓
愈
の
詩
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ぼ
ゆ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
バ

変
化
に
注
目
し
て
数
篇
の
論
文
を
発
表
し
た
が
、
元
慣
の
こ
の
詩
を
こ
こ
で
敢
え

て
取
り
上
げ
る
の
は
、
元
積
の
詩
が
元
和
十
年
当
時
の
韓
愈
の
詩
作
に
言
及
し
て

お
り
、
「
新
律
詩
」
の
内
容
を
理
解
す
る
こ
と
で
、
元
和
年
間
後
期
に
お
け
る
韓

愈
の
詩
作
の
一
端
を
知
る
手
が
か
り
に
な
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

 
論
文
の
構
成
と
し
て
は
、
最
初
に
元
積
の
詩
の
語
句
等
を
解
説
し
て
大
意
を
示

し
、
そ
の
後
で
元
詩
の
言
及
す
る
韓
愈
の
「
新
律
詩
」
の
特
徴
を
韓
愈
の
実
作
に

照
ら
し
て
考
察
を
す
る
。
な
お
本
文
は
、
基
本
的
に
翼
勤
点
校
本
『
元
積
集
』
(
中

華
書
局
、
一
九
八
二
年
)
に
拠
っ
て
お
り
、
字
句
の
異
同
に
つ
い
て
も
翼
勤
の
校

勘
を
参
考
に
す
る
。

一一

A
元
積
「
見
人
詠
韓
舎
人
新
律
詩
因
有
戯
贈
」
詩

1
喜
聞
韓
古
調

2
兼
愛
近
詩
篇

3
玉
磐
声
声
徹

4
金
鈴
箇
箇
円

5
高
疏
明
月
下
①

6
書
記
早
春
前

7
容
態
繁
於
綺

8
無
情
軟
似
錦

9
軽
新
便
賢
慮

10

[
妙
入
超
禅

11

~
得
人
人
伏

12

萩
ｳ
面
面
全

13

ю
ｴ
苦
拘
検
②

14

?
l
好
因
縁

15

ｵ
字
排
居
敬

16

邇
兼
G
楽
天
※
1

17

ﾊ
勤
閑
太
祝
※
2

喜
び
聞
く

兼
ね
て
愛
す

閨花細高金玉
情態賦亜鈴磐

軽
新
に
し
て

奥
妙
に
し
て

人
人
の
伏
す
こ
と
を
得
ん
と
欲
し

能
く
面
面
を
し
て
全
か
ら
し
む

延
清
 
拘
検
に
苦
し
み

糞
詰
 
因
縁
を
好
む

七
字
 
居
敬
を
排
し

千
三
楽
天
に
敵
す

股
勤
た
り
 
閑
た
る
太
祝
・

 
 
韓
の
古
調

 
 
 
近
ご
ろ
の
詩
篇

 
 
 
と
お

声
声
 
徹
り

 
 
 
ま
ど

箇
箇
 
円
か
な
り

明
月
の
下

早
春
の
前

 
 
 
 
し
げ

綺
よ
り
も
繁
く

や
わ
ら

軟
か
に
し
て
錦
に
似
た
り

 
 
 
 
 
 
ぺ
ん

 
 
 
妓
唱
に
便
に

 
 
 
僧
禅
に
入
る
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18

D
忌
避
通
話
※
3

19

恂
沚
ﾙ
章
句

20

{
饒
紫
禁
仙

よ好
し
去
れ
 
老
い
た
る
通
怯

み
だ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た

甦
り
に
章
句
を
裁
つ
莫
か
れ

 
 
 
 
 
 
 
ゆ
た

須
く
紫
禁
の
仙
を
饒
か
に
す
べ
し

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
と

の
中
、
往
往
僕
が
詩
を
題
す
る
者
有
り
。
士
庶
、
僧
徒
、
嬬
婦
、
処
女
の
口
、

 
 
 
 
 
 
ヘ
 
ヘ
 
ヘ
 
へ
 
 
ニ
と

毎
毎
僕
が
詩
を
詠
ず
る
者
有
り
。
此
れ
誠
に
雛
虫
の
戯
、
多
し
と
為
す
に
足
ら

ず
。
然
れ
ど
も
今
の
時
俗
の
重
ず
る
所
、
正
に
此
に
在
る
の
み
。

〈
元
愼
自
注
〉

※
-
侍
御
八
兄
、

※
2
張
無
籍
。

※
3
自
謂
。

〈
校
勘
〉

能
為
七
言
絶
句
。
賛
善
白
君
、
好
作
百
韻
律
詩
。

①
「
高
疏
」
、
張
元
済
校
宋
刻
本
注
二
作
錘
鋸
」
。

、
②
「
清
」
、
『
元
愼
集
』
作
「
之
」
、
拠
銭
謙
益
校
宋
刻
本
・
『
文
苑
英
華
』
巻
二

 
五
八
改
。

〈
製
作
年
代
及
び
題
注
〉

 
花
房
英
樹
『
元
愼
研
究
』
(
彙
文
堂
書
店
、
一
九
七
七
年
)
所
収
「
年
譜
」
及
び

†
孝
萱
『
元
愼
年
譜
』
(
斉
葉
書
社
 
一
九
八
○
年
)
に
よ
れ
ば
、
こ
の
詩
は
元
和

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ユ
む

十
年
(
八
一
五
)
元
素
が
通
州
の
司
馬
に
赴
任
し
た
際
の
作
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ぱ
 

の
際
に
元
愼
は
、
当
時
「
舎
人
」
で
あ
っ
た
韓
愈
の
「
新
律
詩
」
を
当
地
の
人
々

が
詠
ず
る
の
を
聞
き
、
そ
こ
で
戯
れ
に
こ
の
詩
を
作
っ
て
送
っ
た
と
い
う
。
元
和

十
年
当
時
、
韓
愈
の
「
新
律
詩
」
が
、
長
安
か
ら
遠
く
離
れ
た
蜀
の
地
で
人
々
に

詠
ぜ
ら
れ
る
ほ
ど
流
行
し
て
い
た
こ
と
を
言
う
。

 
「
詠
」
の
語
は
、
白
居
易
「
與
元
九
書
」
(
朱
金
城
箋
校
『
白
居
易
集
箋
校
』

巻
四
五
。
以
下
白
居
易
の
引
用
は
全
て
同
書
に
拠
る
。
)
に
、

自
長
安
抵
江
西
、
三
四
千
里
、
凡
郷
校
、
仏
寺
、
逆
旅
、
行
舟
之
中
、
往
往
有

題
僕
詩
者
。
士
庶
、
僧
徒
、
嬬
婦
、
処
女
之
口
、
毎
毎
有
詠
僕
詩
者
。
此
誠
露

虫
之
戯
、
不
足
為
多
。
然
今
時
俗
所
重
、
正
意
此
耳
。

 
 
 
 
 
 
 
い
た

長
安
よ
り
江
西
に
抵
る
こ
と
、
三
四
千
里
、
凡
そ
郷
校
、
仏
寺
、
逆
旅
、
行
舟

と
あ
る
よ
う
に
「
口
」
に
出
し
て
う
た
う
こ
と
で
あ
る
。
後
の
9
「
妓
唱
」
1
0
「
僧

禅
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
韓
愈
の
詩
も
白
居
易
の
詩
と
同
じ
よ
う
に
庶
民
レ
ベ
ル

の
人
々
に
愛
唱
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

 
ま
た
「
新
律
詩
」
の
「
律
詩
」
は
、
狭
義
の
律
詩
と
絶
句
及
び
排
律
を
含
ん
だ

広
義
の
律
詩
、
す
な
わ
ち
近
体
詩
の
意
味
で
、
こ
の
こ
と
は
後
に
述
べ
ら
れ
る
よ

う
に
、
韓
愈
の
律
詩
を
元
宗
簡
の
七
絶
、
白
居
易
の
排
律
と
比
べ
て
い
る
こ
と
か

ら
わ
か
る
。

〈
本
文
語
釈
及
び
通
釈
〉

1
喜
聞
韓
古
調
、
2
兼
愛
近
詩
篇

「
喜
ん
で
聞
く
 
韓
愈
の
古
い
調
べ
を
、
兼
ね
て
愛
す
る
 
近
作
の
詩
篇
を
」

 
1
・
2
句
は
、
好
憎
の
古
体
・
近
体
の
嘉
詩
を
評
価
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
元

愼
の
言
い
方
か
ら
は
、
元
愼
の
み
な
ら
ず
当
時
の
韓
愈
の
詩
に
対
す
る
一
般
的
な

評
価
は
、
も
っ
ぱ
ら
古
体
詩
に
向
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
詩
作
数
の
上

で
も
、
こ
の
元
積
の
詩
の
う
た
わ
れ
た
元
和
十
年
ま
で
は
、
古
体
詩
の
制
作
数
が

近
体
詩
を
上
回
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
韓
愈
の
詩
才
は
ほ
と
ん
ど
古
体
詩
に
お
い

て
発
揮
さ
れ
て
い
た
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
元
積
の
「
近
ご

ろ
の
詩
篇
」
と
い
う
言
い
方
か
ら
は
、
こ
の
元
和
十
年
頃
に
は
、
韓
愈
は
近
体
詩

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さ
ゆ

を
多
く
制
作
し
始
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
下
定
雅
弘
氏
の
指
摘
に
拠
れ
ば
、

韓
愈
の
詩
は
元
和
八
年
を
境
に
古
体
優
勢
か
ら
近
体
優
勢
へ
と
変
化
し
て
お
り
、

元
積
の
こ
の
詩
は
、
そ
う
し
た
韓
詩
の
詩
形
の
変
化
の
過
渡
期
を
指
摘
し
た
最
も

早
い
も
の
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

3
玉
磐
声
声
徹
、
4
金
鈴
箇
箇
円
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「
そ
の
詩
は
玉
繭
が
そ
れ
ぞ
れ
の
清
く
澄
ん
だ
音
を
響
か
せ
、

と
つ
が
丸
い
形
を
し
て
い
る
よ
う
だ
」

金
鈴
の
ひ
と
つ
ひ

正
始
中
に
は
、
悪
臭
・
愁
・
院
の
傳
な
り
。
愁
の
興
は
高
遡
に
し
て
、

は
閑
蹟
、
亦
た
等
夷
を
為
し
難
し
。

院
の
旨

 
韓
愈
の
「
新
律
詩
」
を
、
3
句
で
は
古
代
の
玉
戸
の
打
楽
器
「
玉
船
」
の
、
4

句
で
は
「
金
鈴
」
の
音
色
に
喩
え
る
。

.
 
「
玉
磐
」
は
、
幾
つ
か
の
音
色
の
異
な
る
へ
の
字
型
の
玉
を
台
に
つ
り
下
げ
て

打
ち
鳴
ら
す
楽
器
。
『
毛
詩
』
商
頬
「
那
」
詩
の
毛
伝
に
、
「
磐
は
声
の
清
な
る
者

な
り
」
と
あ
る
。
「
声
声
」
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
音
。
白
居
易
「
琵
琶
引
」
(
巻
一
二
V

に
、
「
絃
絃
掩
抑
声
声
思
、
似
訴
平
生
不
得
志
」
(
絃
絃
に
掩
嫁
し
て
 
声
声
に
思

い
、
平
生
 
志
を
得
ざ
る
を
訴
う
る
に
似
た
り
)
と
あ
る
。

 
「
箇
箇
円
」
は
、
金
鈴
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
円
い
形
を
し
て
い
る
こ
と
。
「
箇

箇
」
は
、
杜
甫
「
鳥
跡
三
首
」
其
二
(
『
杜
詩
詳
注
』
巻
一
〇
)
に
、
「
村
鼓
時
時

急
、
漁
舟
個
個
軽
」
(
村
鼓
 
時
時
急
に
、
漁
舟
 
個
個
軽
し
)
と
見
え
る
。

 
韓
愈
の
「
新
律
詩
」
が
「
玉
磐
」
や
「
金
鈴
」
の
音
色
に
喩
え
ら
れ
る
の
は
、

そ
れ
が
音
声
上
、
清
澄
で
美
し
い
特
徴
を
有
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

 
以
上
述
べ
た
「
新
律
詩
」
の
音
声
面
で
の
特
徴
は
、
7
・
8
句
か
ら
判
断
さ
れ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
と
ゆ

る
内
容
の
通
俗
性
、
詩
の
形
式
が
歌
唱
に
適
し
て
い
る
こ
と
と
並
ん
で
、
韓
愈
の

「
新
律
詩
」
が
大
衆
に
歌
わ
れ
た
主
要
な
原
因
で
あ
ろ
う
。

5
高
疏
明
月
下
、
6
細
賦
早
春
前

「
高
く
広
々
と
し
た
 
明
月
の
下
の
表
現
、
繊
細
で
美
し
い
 
早
春
の
前
の
描
写
」

 
こ
の
二
句
は
「
新
律
詩
」
の
内
容
に
言
及
し
て
お
り
、
秋
天
の
明
月
、
早
春
の

景
の
描
写
と
も
に
優
れ
る
韓
愈
の
詩
を
称
え
て
い
る
。

 
「
高
声
」
は
、
「
新
律
詩
」
の
繊
細
で
美
し
い
表
現
を
い
う
6
句
「
細
賦
」
と

対
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
明
月
下
」
の
表
現
を
評
し
た
語
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
が
用
例
は
未
見
。
ち
な
み
に
『
漢
語
大
聖
典
』
で
は
「
高
噴
貌
」
の
意
と

し
て
元
愼
の
こ
の
詩
を
引
く
。
「
疏
」
は
、
『
玉
葱
』
去
部
に
「
闊
な
り
」
と
あ
る
。

類
似
し
た
評
語
に
「
高
遊
」
が
あ
り
、
『
文
鏡
秘
府
論
』
南
篇
に
、

正
始
三
隅
何
回
三
三
之
傳
也
。
諮
興
高
遡
、
三
三
三
三
、
回
忌
三
等
夷
。

と
見
え
る
。
な
お
「
重
心
」
は
「
鰹
鋳
」
に
作
る
テ
キ
ス
ト
が
あ
り
、
そ
ち
ら
で

あ
れ
ば
響
き
わ
た
る
楽
器
の
音
声
を
形
容
す
る
。
『
下
品
』
上
品
の
、
張
協
の
詩

の
評
に
、

詞
彩
葱
脊
、
音
韻
鰹
錆
。

詞
彩
は
葱
脊
に
し
て
、
音
韻
は
平
語
。

と
あ
る
の
は
、
張
物
の
詩
の
音
声
が
く
っ
き
り
と
明
確
な
さ
ま
を
い
う
。

 
「
細
石
」
は
、
杜
甫
「
麗
人
行
」
(
『
詳
注
』
巻
二
)
で
は
、
女
性
の
肌
の
き
め

細
や
か
で
し
っ
と
り
と
し
た
様
を
い
う
。
・
「
態
濃
三
遠
淑
恒
真
、
肌
理
細
肱
骨
肉

匂
」
(
五
弦
に
意
遠
く
淑
に
し
て
且
つ
真
な
り
、
肌
理
細
賦
に
し
て
骨
肉
句
し
)
。
」

藁
積
自
身
の
用
例
と
し
て
は
、
「
内
状
詩
寄
楊
白
一
，
一
員
外
」
(
巻
二
一
)
に
、

彫
管
内
人
書
細
賦
 
 
痩
猿
の
内
人
 
書
は
細
賦

金
奮
御
印
築
分
明
 
 
金
事
の
御
印
 
筆
は
分
明

と
あ
り
、
宮
女
の
書
の
繊
細
で
美
し
い
様
子
を
い
う
。

成
長
句
」
(
外
集
巻
七
)
に
も
、

ま
た
「
寄
喜
喜
與
醇
昌
昌

詩
篇
調
態
人
皆
有
 
 
詩
篇
の
三
態
・
人
 
皆
有
り

細
賦
風
光
我
独
知
 
 
細
賦
の
風
光
 
我
 
独
り
知
る

と
あ
り
、
女
性
詩
人
・
醇
濤
の
文
彩
(
「
風
光
」
唱
)
を
「
細
賦
」
と
評
し
て
い
る
。

元
積
の
例
が
い
ず
れ
も
女
性
の
書
い
た
書
或
い
は
詩
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、

韓
愈
の
「
新
律
詩
」
が
描
き
出
す
「
早
春
の
前
」
の
描
写
も
、
同
じ
く
繊
細
で
美

し
い
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

7
花
態
繁
於
綺
、
8
閨
情
軟
似
錦
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「
花
の
様
態
は
あ
や
絹
よ
り
も
細
密
に
美
し
く
、

に
し
な
や
か
だ
」

閨
房
の
女
性
の
情
は
錦
の
よ
う

 
こ
の
二
句
も
、
前
聯
と
同
じ
く
「
新
律
詩
」
の
内
容
に
つ
い
て
言
う
。
「
新
律

詩
」
の
な
か
に
は
、
花
の
形
態
や
色
彩
を
仔
細
に
描
写
し
た
も
の
や
、
閨
房
の
女

性
の
思
い
を
情
緒
豊
か
に
表
現
し
た
詩
が
含
ま
れ
て
い
た
と
い
う
。

9
軽
新
便
妓
唱
、
1
0
凝
妙
入
僧
禅

「
軽
快
清
新
で
あ
る
た
め
妓
女
が
歌
う
の
に
ち
よ
う
ど
よ
く
、

僧
侶
の
禅
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
」

荘
重
玄
妙
に
し
て

 
以
上
述
べ
て
き
た
「
新
律
詩
」
が
、
通
州
の
妓
女
や
僧
侶
に
う
た
わ
れ
る
こ
と

を
い
う
。

 
「
軽
新
」
は
用
例
の
未
見
な
語
で
あ
る
が
、
類
似
し
た
評
語
に
「
軽
清
」
(
軽

快
・
清
新
の
意
)
が
あ
る
。
『
文
心
雛
龍
』
哀
弔
篇
に
、
「
禰
衡
之
弔
平
氏
、
縛
三

無
軽
清
」
(
虚
業
の
平
氏
を
弔
い
し
は
、
縛
麗
に
し
て
軽
清
)
と
見
え
る
。
「
新
」

は
「
清
新
」
「
新
奇
」
の
意
味
で
あ
ろ
う
。

 
1
0
句
の
「
凝
妙
」
も
用
例
が
見
当
た
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
「
軽
新
」
と
対
に
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
「
凝
」
は
動
詞
の
「
凝
ら
す
」
で
は
な
く
、
韓
愈
の
「
新
律

詩
」
の
特
徴
を
あ
ら
わ
す
評
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
人
物

評
語
に
は
「
凝
重
」
(
『
晋
書
』
載
記
「
呂
光
」
)
「
凝
峻
」
(
同
書
傅
玄
伝
)
「
凝

遠
」
(
『
陳
書
』
薫
允
伝
)
「
凝
深
」
(
同
書
周
弘
正
伝
)
な
ど
が
見
ら
れ
る
。

11

~
得
人
人
伏
、
1
2
翌
翌
面
面
全

「
み
ん
な
に
「
す
ご
い
や
つ
だ
」

上
げ
て
い
る
」

と
言
わ
せ
よ
う
と
、
す
べ
て
の
面
を
完
壁
に
仕

 
冒
頭
の
一
・
2
句
と
関
連
さ
せ
て
考
え
れ
ば
、
韓
愈
が
古
体
詩
の
み
な
ら
ず
、

近
体
詩
に
お
い
て
も
人
々
を
感
心
さ
せ
る
よ
う
な
優
れ
た
詩
を
つ
く
っ
た
こ
と
を

言
う
の
で
あ
ろ
う
。
「
伏
」
は
敬
服
の
意
。
韓
愈
「
考
功
員
外
二
君
墓
銘
」
(
馬
其

麺
校
注
『
呈
出
黎
文
集
校
注
』
巻
六
)
に
、
「
愈
之
宗
落
胤
起
居
舎
人
君
、
以
道
徳

文
学
伏
一
世
」
(
愈
の
宗
兄
 
故
の
起
居
舎
人
君
、
道
徳
文
学
を
以
て
一
世
を
伏

す
)
と
あ
る
「
伏
」
ど
同
じ
意
。

B
延
清
苦
髪
検
、
1
4
駆
詰
好
因
縁

「
宋
延
清
は
律
詩
の
き
ま
り
に
苦
し
み
、
王
摩
詰
は
ほ
と
け
の
話
し
が
大
好
き
だ
」

 
律
詩
を
得
意
と
し
た
過
去
の
偉
大
な
詩
人
と
比
較
し
て
、
韓
愈
が
律
詩
を
自
在

に
作
り
、
内
容
的
に
も
新
鮮
さ
を
備
え
て
い
る
こ
と
を
称
え
る
。

 
1
3
句
は
『
元
愼
集
』
の
本
文
は
「
延
之
」
に
作
る
が
、
1
4
句
目
摩
詰
」
が
盛
唐

・
王
維
の
字
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
銭
謙
益
校
宋
刻
本
及
び
『
文
苑
英
華
』
巻
二
五

八
の
「
延
清
」
た
作
る
の
が
正
し
い
。
延
清
は
、
初
唐
・
宋
之
問
の
字
。
宋
之
問

は
よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
律
体
の
完
成
に
頗
る
貢
献
し
た
詩
人
で
あ
る
。
元
愼
も

「
唐
故
工
部
員
外
湖
畔
君
墓
誌
銘
井
序
」
(
巻
五
六
)
の
な
か
で
、

唐
興
、
官
学
大
振
、
歴
世
之
文
、
能
者
互
出
、
而
又
沈
宋
庶
流
、
研
練
精
切
、

穏
順
声
勢
、
謂
之
為
律
詩
。
由
是
而
後
、
文
変
之
体
極
出
。

唐
の
興
る
や
、
官
学
大
い
に
振
い
、
歴
世
の
文
、
能
く
す
る
者
互
い
に
出

ず
。
而
も
又
沈
・
宋
の
流
、
曳
裂
精
切
に
し
て
、
穏
順
声
勢
、
之
を
謂
い
て
律

詩
と
為
す
。
彫
れ
由
り
し
て
後
、
互
変
の
体
 
極
ま
れ
り
。

と
称
賛
し
て
い
る
。
宋
荷
重
は
近
体
詩
の
な
か
で
も
五
言
の
律
詩
・
排
律
に
す
ぐ

れ
た
と
さ
れ
る
。

 
「
拘
検
(
拘
束
さ
れ
る
意
)
に
苦
し
む
」
と
あ
る
の
は
、
宋
之
問
が
近
体
詩
の
二

四
不
同
や
二
六
対
な
ど
の
規
則
に
束
縛
さ
れ
て
自
由
に
詩
作
が
で
き
な
か
っ
た
こ

と
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
章
習
物
「
南
桑
陪
王
卿
游
囑
」
(
『
全
唐
詩
』
巻
一
九

二
)
に
、
「
形
跡
錐
拘
検
、
世
事
澹
無
心
」
(
形
跡
 
拘
検
あ
り
と
錐
も
、
世
事

澹
と
し
て
無
心
な
り
)
、
ま
た
韓
愈
「
陪
杜
侍
御
游
湘
西
両
寺
独
宿
有
題
一
首
因

献
思
議
侍
」
(
銭
仲
聯
『
蜂
蜜
黎
詩
繋
年
通
釈
』
巻
三
。
以
下
韓
愈
の
詩
の
引
用

及
び
巻
数
は
こ
れ
に
拠
り
、
制
作
年
代
も
基
本
的
に
同
書
に
従
う
。
)
「
群
行
忘

 
 
 
 
 
 
へ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
と
も
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
へ

後
先
、
朋
息
棄
拘
検
」
(
群
行
し
て
 
後
先
を
忘
れ
、
朋
に
善
い
て
 
拘
検
を
棄
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つ
)
な
ど
の
用
例
が
あ
る
。

 
「
摩
詰
」
は
主
摩
詰
、
す
な
わ
ち
盛
唐
の
王
維
の
こ
と
。
王
維
が
近
体
詩
に
優

れ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
る
が
、
例
え
ば
明
の
胡
応
麟
は
『
詩
薮
』
の
各
所
で
絶

讃
し
て
い
る
。
絶
句
に
つ
い
て
は
、
「
盛
唐
摩
詰
・
中
唐
文
房
、
五
六
七
言
絶
倶

工
、
早
言
才
 
」
と
五
・
六
・
七
言
す
べ
て
に
優
れ
る
と
し
、
ま
た
五
律
も
「
惟

沈
・
宋
・
李
・
王
諸
子
、
格
調
荘
厳
、
気
象
良
主
、
最
為
可
法
」
、
排
律
も
「
沈

・
手
習
氏
、
藻
購
精
工
。
太
白
・
右
丞
、
明
秀
高
爽
」
「
読
盛
唐
言
排
律
、
延
清

・
思
詰
等
作
、
真
如
入
万
花
春
谷
、
光
景
燗
・
燥
、
乱
人
応
接
不
詳
、
賞
玩
忘
帰
」

と
、
宋
之
問
ら
と
と
も
に
極
め
て
高
く
評
価
し
て
い
る
。

 
「
因
縁
」
は
仏
教
語
で
あ
り
、
「
因
縁
を
.
 
好
む
」
と
は
、
熱
心
な
仏
教
信
者
で

あ
っ
た
王
維
の
詩
に
そ
の
影
響
が
色
濃
く
現
れ
て
い
る
こ
と
を
看
取
し
て
こ
の
よ

う
に
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
先
の
胡
里
謡
は
、
同
書
で
王
維
の
「
辛
夷
嶋
」

(
「
輌
川
二
十
首
」
)
を
評
し
て
「
五
言
絶
之
入
覇
者
」
と
い
い
、
ま
た
「
太
白
五

言
絶
自
渾
天
仙
口
語
、
右
書
御
入
禅
宗
」
と
も
述
べ
、
王
維
の
詩
に
仏
教
の
影
響

が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

 
宋
之
間
が
律
詩
の
規
則
に
苦
し
み
、
王
維
の
詩
に
内
容
的
な
偏
り
を
感
じ
て
し

ま
う
ほ
ど
、
怨
言
の
「
新
律
詩
」
が
詩
の
規
則
に
縛
ら
れ
ず
、
内
容
的
に
も
新
鮮

で
あ
る
こ
と
を
称
え
て
い
る
。

15

ｵ
字
排
居
敬
、
1
6
千
詞
敵
楽
天

「
七
つ
の
文
字
で
は
元
居
敬
を
排
し
の
け
、

る
ほ
ど
」

千
の
こ
と
ば
で
は
白
楽
天
に
匹
敵
す

自
注
に
よ
り
1
5
句
は
元
三
簡
、
1
6
句
は
白
居
易
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の

二
句
は
韓
愈
の
律
詩
を
、
律
詩
を
得
意
と
す
る
二
人
の
友
人
の
そ
れ
と
比
較
し
て

い
る
。

 
「
居
敬
」
-
は
元
手
簡
の
字
。
論
宗
簡
は
元
積
や
白
居
易
と
交
遊
の
あ
っ
た
人
物

で
、
そ
の
文
集
に
つ
け
た
白
居
易
の
序
「
故
京
三
元
少
サ
文
集
序
」
(
巻
六
八
)
に
、

居
敬
姓
元
、
名
著
簡
、
河
南
人
。
自
認
進
士
、
歴
御
史
府
、
尚
書
郎
、
詑
京
兆

亜
サ
、
二
十
年
。
著
格
詩
一
三
八
十
五
、
律
詩
五
百
九
、
賦
述
銘
記
書
硯
讃
序

七
十
五
、
総
七
百
六
十
九
章
、
合
三
十
巻
。
長
慶
三
年
冬
、
疾
弥
留
、
将
啓
手

足
、
無
他
語
。
語
提
子
途
云
、
吾
平
生
酷
嗜
詩
。
白
楽
天
血
塗
者
。
吾
残
、
其

遺
文
得
楽
天
為
之
序
、
無
恨
 
っ

居
敬
 
姓
は
元
、
名
は
宗
簡
、
河
南
の
人
な
り
。
進
士
に
挙
げ
ら
れ
し
ょ
り
、

 
 
 
 
 
 
 
 
へ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
わ

御
史
府
、
尚
書
郎
を
歴
、
京
兆
の
三
方
に
干
る
こ
と
、
二
十
年
な
り
。
格
詩
一

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
ら
わ

百
八
十
五
、
律
詩
五
百
九
、
賦
述
銘
記
書
硯
讃
序
七
十
五
を
著
し
、
総
て
七

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
や
ま
い

百
六
十
九
章
、
合
せ
て
三
十
巻
な
り
。
長
門
三
年
冬
、
疾
 
弥
い
よ
留
ま
り
、

 
 
 
 
 
ひ
ら

将
に
手
足
を
啓
か
ん
と
し
(
臨
終
を
迎
え
る
意
)
、
難
語
無
し
。
其
の
子
途
に
語

 
 
 
 
 
 
 
 
 
は
な
は
 
 
 
 
 
ニ
の

り
て
云
う
、
吾
 
平
生
 
酷
だ
詩
を
嗜
む
。
白
楽
天
 
我
を
知
る
者
な
り
。
吾

残
し
、
其
の
遺
文
 
楽
天
の
之
が
序
を
為
す
を
得
ば
、
恨
み
無
げ
ん
、
と
。
，

著
作
は
凡
て
七
六
九
篇
三
〇
巻
あ
り
、
な
か
で
も
律
詩
(
近
体
詩
)
は
五
〇
九
篇
と

最
も
多
く
、
し
か
も
元
宗
簡
の
得
意
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
元
積
の

自
注
に
「
侍
御
八
兄
、
営
為
七
言
絶
句
」
と
元
宗
簡
が
七
絶
を
得
意
と
し
た
こ
と

が
記
さ
れ
、
ま
た
白
居
易
「
與
元
九
書
齢
(
巻
四
五
)
に
も
、
張
籍
の
「
古
楽
府
」
、

霊
智
の
「
新
歌
行
」
、
盧
撲
・
楊
巨
源
の
律
詩
と
並
ん
で
『
元
白
往
還
詩
集
』
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヒ
 

収
め
ら
れ
た
詩
と
し
て
「
寅
七
、
元
八
絶
句
」
と
挙
げ
ら
れ
る
。
な
お
元
宗
簡
と

白
居
易
の
交
遊
に
つ
い
て
は
、
朱
金
城
『
白
居
易
研
究
』
(
陳
西
人
民
出
版
社
、

一
九
八
七
年
)
所
収
「
白
居
易
交
遊
」
、
及
び
小
松
英
生
「
白
居
易
と
元
宗
簡
」
(
『
藤

原
三
教
授
広
島
大
学
定
年
祝
賀
記
念
中
国
学
論
集
』
渓
水
社
、
一
九
九
七
年
)
に

詳
し
い
。

 
白
居
易
が
得
意
と
し
た
「
千
詞
」
は
、
自
注
「
賛
善
二
君
、
好
作
百
韻
律
詩
」

か
ら
、
五
言
二
百
句
の
排
律
で
あ
っ
た
。
白
居
易
の
こ
れ
に
該
当
す
る
詩
に
は
以

下
の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。

①
代
書
詩
一
百
韻
寄
微
之
(
元
和
五
年
)

②
東
南
行
一
百
韻
寄
通
三
元
九
侍
御
澄
州
三
十
ア
舎
人
果
州
崔
二
十
二
使
君
開

州
最
大
員
外
庚
三
十
二
補
雨
隠
十
四
拾
遺
李
二
十
助
教
員
外
實
七
校
書
(
元
和

十
一
、
一
年
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ぼ
ゆ

③
和
夢
遊
春
詩
一
百
三
井
序
(
元
和
五
年
)

④
滑
帯
磁
居
画
龍
甲
子
侍
郎
翰
林
銭
占
人
詩
一
百
韻
(
元
和
九
年
)
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こ
の
う
ち
①
か
ら
③
が
元
船
と
の
唱
和
詩
で
あ
る
。
た
だ
し
②
は
元
和
十
年
以
降

の
作
で
あ
る
た
め
、
元
仁
の
指
摘
す
る
詩
に
は
含
ま
れ
な
い
。
ま
た
白
居
易
と
の

唱
和
詩
に
限
定
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
時
期
的
に
は
④
も
該
当
す
る
。
こ
れ
以
外

に
は
、
白
居
易
の
律
詩
で
該
当
す
る
詩
は
な
い
。

 
白
居
易
は
、
服
喪
が
明
け
た
元
和
十
年
、
太
子
左
賛
善
大
夫
に
任
ぜ
ら
れ
て
お

り
、
そ
の
年
の
六
月
に
は
宰
相
武
元
衡
暗
殺
事
件
に
上
書
し
た
こ
と
が
越
権
行
為

と
見
な
さ
れ
江
州
司
馬
に
左
遷
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
元
慣
の
自
注
に
言
う
よ
う

に
白
居
易
が
「
賛
善
」
で
あ
っ
た
時
期
は
、
元
和
九
年
歳
暮
か
ら
元
和
十
年
半
ば

に
か
け
て
で
あ
り
、
よ
っ
て
元
積
の
こ
の
詩
は
こ
の
間
に
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
に

な
る
。

 
こ
の
二
期
で
元
積
は
、
警
部
の
「
新
律
詩
」
を
友
人
の
そ
れ
と
比
較
し
て
い
る
。

詩
題
に
「
戯
」
と
あ
る
の
は
こ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
恐
ら
く
元
積
は
、
こ
の
詩
を

韓
愈
に
だ
け
で
な
く
白
居
易
や
元
仁
簡
、
張
籍
に
も
送
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

17

ﾒ
勤
閑
太
祝
、
1
8
好
去
老
通
過

「
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
 
太
祝
の
閑
職
に
あ
る
張
籍
さ
ん
、

言
わ
れ
通
川
に
赴
任
し
た
年
寄
り
の
私
」

「
お
元
気
で
」
と

 
自
注
に
よ
り
1
7
句
は
張
籍
を
、
1
8
句
は
元
愼
自
身
を
指
す
。

 
「
太
祝
」
は
太
常
寺
太
祝
の
こ
と
で
、
元
和
十
年
当
時
、
張
籍
が
つ
い
て
い
た

官
職
。
張
籍
は
元
和
元
年
(
八
〇
六
)
に
こ
の
官
に
つ
い
て
以
降
、
十
年
間
同
じ
官

 
 
 
 
ビ
 

職
に
あ
っ
た
。
白
居
易
「
與
元
遺
書
」
(
巻
四
五
)
に
、
「
野
宴
五
十
、
未
離
一
太

祝
」
と
あ
る
。
こ
の
官
職
が
「
閑
」
職
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
白
居
易
の
「
未
だ
一

太
祝
を
離
れ
ず
」
と
い
う
言
い
方
か
ら
す
で
に
明
ら
か
で
あ
る
。
「
般
勤
」
す
な

わ
ち
情
意
が
ね
ん
ご
ろ
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
次
句
の
「
好
去
」
が
韓
愈
か
ら
元

愼
に
向
け
て
の
挨
拶
の
こ
と
ば
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
韓
愈
の
、
門
弟
で
あ
る
張
籍

に
対
す
る
態
度
を
い
う
と
考
え
ら
れ
る
。
韓
愈
が
士
籍
を
含
め
門
弟
を
熱
心
に
指

導
し
、
当
時
「
韓
門
弟
子
」
と
呼
ば
れ
る
集
団
を
形
成
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
。
な
か
で
も
張
籍
は
、
早
い
時
期
か
ら
韓
愈
に
師
事
し
、
貞
元
十
四
年
(
七

九
八
)
洗
鯉
が
試
験
官
を
つ
と
め
た
沐
州
の
州
試
で
合
格
し
た
こ
と
が
官
界
に
入

る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
ま
た
こ
の
詩
の
作
ら
れ
た
元
和
十
年
に
近
い
事
例
で
は
、

元
和
六
年
(
八
＝
)
眼
病
を
患
っ
て
ほ
と
ん
ど
盲
目
状
態
と
な
っ
た
張
籍
の
た
め

に
自
薦
の
書
を
代
筆
し
て
漸
東
観
察
使
李
遜
に
送
っ
て
や
っ
た
こ
と
が
あ
る
(
「
代

張
籍
與
李
漸
々
書
」
巻
三
)
。

 
「
好
去
」
は
、
別
れ
る
と
き
の
挨
拶
こ
と
ば
。
見
送
る
側
か
ら
見
送
ら
れ
る
側

に
向
け
て
平
せ
ら
れ
る
。
『
遊
仙
窟
』
に
、
主
人
公
張
郎
が
桂
心
・
三
児
ら
の
侍

女
と
別
れ
る
場
面
で
、
侍
女
が
張
郎
を
見
送
る
と
き
の
言
葉
に
、
「
皆
送
張
郎
日
、

好
去
。
若
因
行
李
、
平
復
相
過
。
」
(
皆
 
張
郎
を
送
り
て
曰
く
、
好
し
去
れ
。
若

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
よ
ぎ

し
行
李
に
因
ら
ば
、
時
に
復
た
相
過
れ
、
と
)
。
当
時
の
俗
語
で
あ
る
と
し
て
、

張
相
『
詩
詞
曲
語
辞
匪
釈
』
に
説
明
が
あ
る
。
元
慣
と
付
き
合
い
の
あ
っ
た
韓
愈

が
、
元
愼
が
長
安
を
去
る
に
あ
た
り
送
別
の
言
葉
を
贈
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
通

川
」
は
元
号
の
赴
任
県
で
、
強
調
(
四
川
省
達
県
)
の
州
都
が
置
か
れ
る
。

 
こ
れ
ま
で
の
内
容
は
、
す
べ
て
韓
愈
の
「
新
律
詩
」
と
関
わ
っ
て
お
り
、
友
人

で
あ
る
元
宗
簡
や
白
居
易
も
そ
れ
に
関
連
し
て
登
場
し
て
い
た
。
し
か
し
こ
の
二

句
の
張
籍
と
元
慣
自
身
は
、
む
し
ろ
普
段
か
ら
韓
愈
と
交
際
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
登
場
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
内
容
、
こ
の
後
の
結
び
の
二
句
と
も
内
容
的
に

少
し
ず
れ
る
と
感
じ
ら
れ
る
。

19

恂
沚
ﾙ
章
句
、
2
0
須
饒
紫
禁
仙

「
か
っ
て
に
章
句
を
裁
断
し
て
は
な
ら
な
い
、

か
ら
」

紫
禁
の
仙
人
の
蔵
を
満
た
す
の
だ

 
歌
唱
さ
れ
る
際
、
絶
句
の
よ
う
な
短
篇
は
一
首
全
部
が
う
た
わ
れ
た
で
あ
ろ
う

が
、
排
律
の
よ
う
な
長
篇
に
な
る
と
、
歌
唱
に
適
し
た
二
句
或
い
は
四
句
と
い
っ

た
一
部
が
響
き
出
さ
れ
て
う
た
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

 
「
饒
」
は
、
ゆ
た
か
に
す
る
。
今
ま
で
述
べ
て
き
た
優
れ
た
律
詩
を
散
逸
さ
せ

る
こ
と
な
く
増
や
す
こ
と
。
「
紫
禁
」
は
「
紫
微
」
に
同
じ
く
禁
中
の
こ
と
で
、

星
の
紫
微
垣
を
天
子
の
居
に
比
し
て
こ
の
よ
う
に
言
っ
た
。
南
朝
宋
の
謝
荘
「
宋

孝
武
宣
忌
貴
介
謙
」
(
『
文
選
』
巻
五
七
)
に
、
「
黒
雲
瑠
光
、
収
華
紫
禁
」
(
練
を

 
 
 
お
お
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
へ

霊
光
に
掩
い
、
華
を
紫
禁
に
収
む
)
と
あ
り
、
李
善
は
「
王
者
の
宮
は
、
以
て

 
 
 
か
た
ど

紫
微
に
象
る
。
故
に
宮
中
を
謂
い
て
紫
禁
と
為
す
」
と
説
明
す
る
。
唐
の
開
元

元
年
(
七
＝
二
)
に
中
書
省
を
「
紫
微
省
」
と
一
時
改
め
た
こ
と
か
ら
、
中
書
舎
人
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二二による韓愈の近体詩評価をめぐって韓愈の「新律詩」

の
こ
と
を
「
紫
煙
舎
人
」
、
中
書
令
を
.
 
「
紫
丁
令
」
な
ど
と
称
し
た
。
元
預
も
、

地
方
の
司
馬
で
あ
る
自
分
と
は
対
照
的
に
、
知
名
諾
の
高
位
に
あ
る
韓
愈
(
韓

へ
 
 
 
へ

舎
人
)
を
指
し
て
「
紫
禁
仙
」
と
呼
ん
で
い
る
。
「
仙
」
と
あ
る
の
は
皇
宮
や
中
央

官
署
に
関
係
す
る
も
の
に
付
け
ら
れ
る
美
称
で
、
例
え
ば
尚
書
省
の
郎
中
・
員
外

郎
を
指
し
て
「
三
郎
」
と
呼
ぶ
の
に
同
じ
。
「
紫
直
面
」
の
語
は
、
中
書
舎
人
の

要
職
に
あ
っ
た
白
居
易
の
、
「
新
註
新
居
武
事
四
十
韻
奮
起
元
郎
中
張
博
士
」
(
巻

一
九
)
に
見
え
、
「
 
慕
玉
門
隠
、
三
型
紫
多
選
」
(
 
は
青
門
の
隠
を
慕
い
、
「
名

 
ヘ
 
 
 
へ
 
 
 
 
 
 
 
 

は
紫
禁
の
仙
を
漸
づ
)
と
、
自
分
が
中
書
舎
人
と
い
う
高
位
に
い
る
こ
と
を
恥
ず

か
し
い
と
う
た
っ
て
い
る
。

三
、
「
新
律
詩
」
の
内
容

 
以
上
、
前
章
で
は
元
積
の
詩
を
見
て
き
た
。
本
章
で
は
野
積
の
言
う
「
新
律
詩
」

が
、
具
体
的
に
韓
愈
の
如
何
な
る
詩
を
指
し
た
も
の
か
、
元
和
十
年
当
時
の
韓
愈

の
実
作
に
照
ら
し
て
考
え
て
み
た
い
。

 
ま
ず
元
積
の
詩
に
言
及
さ
れ
る
詩
の
形
式
か
ら
考
え
て
み
る
。
元
詩
の
1
5
・
1
6

句
か
ら
は
、
韓
愈
の
「
新
律
詩
」
に
七
言
絶
句
と
五
言
二
〇
〇
句
の
長
篇
排
律
が

含
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
現
存
す
る
韓
愈
の
詩
に
は
、
後
者
の
五

言
二
百
句
の
排
律
は
一
篇
も
見
ら
れ
な
い
。

 
世
道
の
排
律
は
す
べ
て
五
言
で
、
元
和
十
年
以
前
で
は
「
詠
雪
贈
直
門
」
(
貞

元
十
九
年
、
八
○
句
)
「
試
写
」
(
貞
元
二
十
一
年
、
三
六
句
)
「
喜
雪
献
袈
尚
書
」

(
永
貞
元
年
、
四
〇
句
)
「
春
雪
」
(
元
和
元
年
、
二
〇
句
)
「
春
雪
間
早
梅
」
(
元

和
元
年
、
二
〇
句
)
「
早
春
雪
中
聞
鶯
」
(
元
和
元
年
、
一
二
句
)
、
「
二
野
進
士
作

精
衛
石
適
量
」
(
元
和
五
年
、
一
二
句
)
「
和
崔
舎
人
詠
月
二
十
韻
」
(
元
和
七
年
、

四
〇
句
)
「
金
漆
尚
書
赴
裏
陽
四
韻
」
(
元
和
十
年
、
十
六
句
)
が
あ
る
だ
け
で
あ

る
。
或
い
は
二
〇
〇
句
と
限
定
し
な
く
と
も
、
比
較
的
長
篇
の
排
律
の
こ
と
を
元

積
は
指
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
元
和
十
年
頃
、
元
愼
の
言
う
よ
う
な
長

篇
の
排
律
は
、
現
行
の
韓
愈
の
集
に
は
存
在
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
詩
の
結
び

で
蓄
積
が
心
配
し
て
い
る
よ
う
に
、
も
と
も
と
は
二
〇
〇
句
で
あ
っ
た
も
の
が
、

歌
唱
の
際
に
裁
断
さ
れ
た
こ
と
で
そ
の
ま
ま
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。 

一
方
の
七
絶
は
、
こ
の
当
時
多
作
さ
れ
始
め
て
い
る
。
、
元
和
七
年
に
は
一
篇
も

作
ら
れ
な
か
っ
た
七
絶
は
、
元
和
八
年
に
は
古
体
・
近
体
を
併
せ
た
全
作
詩
数
三

十
二
篇
の
う
ち
三
篇
を
占
め
、
元
和
九
年
に
は
六
篇
中
二
篇
、
元
和
十
年
は
十
四

篇
中
八
篇
が
七
絶
で
占
め
ら
れ
る
。
・
こ
の
後
も
元
和
十
一
年
に
は
三
十
六
篇
中
十

二
篇
、
元
和
十
二
年
に
は
十
八
篇
中
十
三
篇
と
、
元
和
八
年
以
降
は
七
絶
の
制
作

が
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

 
次
に
内
容
か
ら
考
え
て
み
る
。
元
詩
の
7
・
8
句
か
ら
「
噺
律
詩
」
に
は
花
や

女
性
の
閨
情
を
詠
じ
た
詩
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
・

こ
れ
も
現
存
す
る
韓
愈
の
詩
と
食
い
違
い
が
あ
り
、
8
句
に
言
う
よ
う
な
女
性
の

閨
情
を
詠
じ
た
内
容
の
詩
は
、
韓
愈
の
全
詩
に
目
を
通
し
て
も
、
貞
元
九
年
(
七

九
三
)
作
と
さ
れ
る
「
青
青
水
中
蒲
三
首
」
(
巻
一
)
を
除
い
て
見
つ
か
ら
な
蝿
⑳

た
だ
も
う
一
方
の
花
を
詠
じ
た
内
容
の
詩
に
は
、
七
絶
の
も
の
が
数
回
存
在
し
て

い
る
。
「
題
百
葉
桃
花
」
「
葡
薬
」
(
と
も
に
巻
九
、
元
和
十
年
)
が
制
作
時
期
か
ら

も
「
新
律
詩
」
に
該
当
す
る
可
能
性
が
高
い
が
、
こ
れ
に
「
游
城
南
十
六
首
」
(
十

九
、
元
和
十
一
年
)
の
詩
を
含
め
る
と
、
其
二
「
題
干
賓
客
荘
」
其
三
「
晩
春
」

三
四
「
落
花
」
其
五
「
撤
樹
二
首
其
ご
其
六
・
「
鰍
樹
二
首
其
二
」
其
七
「
風
折

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
き
 

花
枝
」
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
以
上
の
よ
う
に
、
元
愼
の
言
う
「
新
律
詩
」
が
ど
の
詩
を
指
す
の
か
は
、
花
を

詠
じ
た
七
絶
が
そ
れ
と
考
え
ら
れ
る
以
外
は
は
っ
き
り
と
特
定
す
る
の
が
難
し

ぐ
、
そ
の
た
め
そ
れ
ら
の
律
詩
が
何
故
「
新
」
と
評
さ
れ
た
の
か
を
論
ず
る
こ
と

は
更
に
困
難
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
ひ
と
ま
ず
過
去
の
諸
家
の
意
見
を
参
考
に
、

韓
愈
の
近
体
詩
の
「
新
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

 
韓
愈
の
近
体
詩
を
早
い
時
期
に
評
価
し
た
一
人
前
南
宋
の
厳
正
で
あ
る
。
厳
羽

は
『
澹
浪
詩
話
』
詩
法
篇
の
な
か
で
、
「
律
詩
は
古
詩
よ
り
も
難
く
、
絶
句
は
八

句
よ
り
も
難
く
、
七
言
律
詩
は
五
言
律
詩
よ
り
も
難
く
、
五
言
絶
句
は
七
言
絶
句

よ
り
も
難
し
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
あ
ら
ゆ
る
詩
形
の
な
か
で
五
絶
を
最
も

重
視
し
た
が
、
同
じ
書
の
詩
評
篇
で
、
そ
の
鐙
瓦
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。五

言
絶
句
、
衆
唐
人
是
一
様
。
少
陵
是
一
様
。
韓
退
之
是
一
様
。
:
…
・

五
言
絶
句
、
衆
く
の
唐
人
は
戯
れ
一
様
な
り
ゅ
少
陵
は
是
れ
一
様
な
り
。
韓
退

之
は
是
れ
一
様
な
り
。
…
…
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28学畑村

唐
代
に
作
ら
れ
た
多
く
の
五
絶
と
異
な
り
、
杜
甫
と
韓
愈
の
五
絶
が
独
自
性
を
備

え
る
と
し
て
称
え
て
い
る
。
厳
羽
の
評
価
し
た
詩
が
韓
愈
の
ど
の
詩
を
指
し
て
い

る
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
清
の
朱
舞
子
(
＝
ハ
ニ
九
～
一
七
〇
九
)
は
、
五
絶

の
連
作
「
奉
和
號
州
劉
給
事
使
君
三
堂
新
題
二
十
一
詠
」
(
三
八
、
元
和
八
年
)
に

「
新
」
を
認
め
て
い
る
。

首
首
書
新
意
、
與
王
・
斐
「
愛
川
」
諸
絶
頗
相
似
、
音
調
御
不
及
下
之
高
雅
。

起
首
 
新
註
を
出
だ
し
、
王
・
袈
の
「
輌
川
」
の
三
絶
と
頗
る
相
似
る
も
、
音

 
 
か
え

調
は
卸
っ
て
彼
の
高
雅
に
及
ば
ず
。
(
『
韓
昌
黎
詩
繋
年
集
釈
』
所
引
)

こ
の
二
十
一
篇
の
連
作
詩
が
、
か
の
王
維
と
袈
迫
に
よ
る
「
逆
髪
二
十
首
」
を
意

識
し
て
作
ら
れ
た
こ
と
は
す
で
に
諸
家
の
説
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。
朱
鼻
尊
も
そ
の

影
響
を
認
め
て
お
り
、
「
高
雅
」
で
は
「
鯛
川
詩
」
に
及
ば
な
い
と
い
う
文
意
の

な
か
で
は
あ
る
が
、
韓
愈
の
詩
に
「
鯛
川
詩
」
に
は
な
い
「
新
訳
」
を
見
出
し
て

い
る
。

 
清
の
方
世
挙
(
＝
ハ
七
五
～
一
七
五
九
)
も
、
同
じ
連
作
詩
を
評
す
る
な
か
で
、

厳
羽
と
同
じ
く
歴
代
の
五
絶
を
幾
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
「
昌
黎
は
一
派
た

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
つ

り
」
と
韓
愈
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
認
め
、
「
昌
黎
の
派
は
遂
い
で
東
坂
の
宗
と

す
る
所
と
な
り
、
而
し
て
陸
放
翁
之
を
承
く
」
(
同
『
集
釈
』
所
引
)
と
、
韓
愈
か

ら
蘇
献
へ
、
そ
し
て
蘇
賦
か
ら
陸
游
へ
と
継
承
さ
れ
て
い
く
五
絶
の
流
れ
を
指
摘

し
て
い
る
。

 
そ
し
て
五
絶
以
外
で
は
、
清
の
趙
翼
(
一
七
二
七
～
一
八
｝
四
)
が
韓
愈
の
七
律

を
高
く
評
価
し
た
。

昌
黎
詩
中
律
詩
最
少
。
五
律
尚
有
長
篇
及
與
同
人
唱
和
之
作
。
七
律
則
全
集
僅

十
二
首
。
愚
才
力
雄
厚
、
惟
古
詩
足
以
恣
其
馳
蝶
、
一
束
於
格
式
声
病
、
即
難

展
其
所
長
。
中
手
肯
多
作
。
然
律
中
如
論
宗
、
詠
雪
諸
詩
、
極
体
物
之
工
、
措

詞
之
雅
。
七
律
更
無
一
不
完
善
穏
妥
、
與
古
詩
之
危
堀
、
判
若
両
手
。

昌
黎
の
里
中
 
律
詩
は
最
も
少
し
。
五
律
は
尚
お
長
篇
及
び
同
人
と
唱
和
す
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
わ
ザ

の
作
有
り
。
七
律
は
則
ち
全
集
僅
か
に
十
二
首
な
り
。
蓋
し
才
力
雄
厚
に
し
て
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ほ
し
い
ま
ま
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
そ
く

惟
だ
古
詩
の
み
以
て
其
の
馳
蝶
を
恣
に
す
る
に
足
り
、
一
た
び
格
式
声
病
に
束

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
の

せ
ら
る
れ
ば
、
即
ち
其
の
長
ず
る
所
を
展
べ
難
き
な
ら
ん
。
故
に
肯
え
て
多
作

せ
ず
。
然
れ
ど
も
書
中
の
月
を
詠
じ
、
雪
を
詠
ず
る
諸
詩
の
如
き
は
、
体
物
の

工
、
措
詞
の
雅
を
極
む
。
七
律
に
更
に
一
も
完
安
穏
妥
な
ら
ざ
る
は
無
く
、
古

 
 
 
 
 
 
わ
か

詩
の
奇
堀
と
、
判
ち
て
両
手
の
若
し
。

(
『
画
北
詩
話
』
巻
三
)

韓
愈
に
は
律
詩
(
狭
義
)
が
少
な
く
、
な
か
で
も
七
律
は
全
詩
学
わ
ず
か
一
二
篇
し

か
な
い
。
そ
れ
は
彼
の
「
雄
厚
」
(
豊
富
)
な
「
才
力
」
に
基
づ
く
放
逸
な
表
現
が
、

近
体
詩
の
中
で
も
と
り
わ
け
形
式
や
韻
の
規
則
の
厳
し
い
七
律
で
は
発
揮
し
に
く

か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
月
や
雪
を
詠
じ
た
律
詩
は
秀
作
ぞ
ろ

い
で
あ
り
、
特
に
七
律
に
関
し
て
は
「
完
善
穏
妥
」
(
完
全
で
整
っ
て
い
る
)
で
な

い
も
の
は
無
く
、
「
奇
堀
」
(
奇
抜
で
力
強
い
)
の
特
徴
を
持
つ
古
体
詩
と
は
、
ま

た
異
な
っ
た
趣
が
あ
る
、
と
趙
翼
は
い
う
。

 
こ
れ
ま
で
の
含
量
の
詩
の
研
究
は
、
「
奇
険
」
や
「
以
文
為
詩
」
と
評
さ
れ
る

古
体
詩
が
中
心
で
あ
り
、
事
実
同
時
代
或
い
は
後
世
へ
の
影
響
か
ら
言
え
ば
、
韓

愈
の
功
績
は
古
体
詩
の
制
作
に
お
い
て
大
き
か
っ
た
と
言
え
る
。
し
か
し
本
章
で

見
て
き
た
よ
う
に
、
韓
愈
の
近
体
詩
も
元
愼
や
後
世
の
諸
家
に
そ
の
「
新
」
し
さ

が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
数
量
的
に
少
な
い
と
は
い
え
、
韓
愈
の
文
学
を
総
合
的
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
は
 

見
て
い
く
上
で
、
近
体
詩
の
考
察
は
不
可
欠
で
あ
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

四
、
終
わ
り
に

 
元
積
の
言
う
韓
愈
の
「
新
律
詩
」
が
如
何
な
る
詩
で
あ
っ
た
か
は
、
花
を
詠
じ

た
七
絶
が
そ
れ
に
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
以
外
、
詳
し
く
は
わ
か
ら
な
い
が
、

元
積
の
言
う
通
り
、
元
和
年
間
後
期
、
具
体
的
に
は
元
和
八
年
以
降
に
、
韓
愈
の

詩
が
古
体
優
勢
か
ら
近
体
優
勢
に
変
化
す
る
こ
と
は
、
現
行
の
韓
愈
の
集
か
ら
明

ら
か
で
あ
る
。

 
こ
う
し
た
韓
愈
の
詩
の
形
式
の
変
化
を
、
高
級
官
僚
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
韓

愈
の
心
境
の
変
化
と
の
関
係
か
ち
論
じ
た
の
が
、
下
定
氏
の
前
掲
論
文
(
注
④
)
で

あ
る
。
そ
こ
で
は
元
和
七
年
忌
で
が
華
甲
・
下
級
官
僚
時
代
、
元
和
八
年
以
降
が

高
級
官
僚
時
代
で
あ
る
と
し
て
、
各
時
期
の
官
僚
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

ー
の
獲
得
の
深
さ
に
よ
る
葛
藤
の
性
質
の
変
化
が
、
古
体
優
勢
か
ら
近
体
優
勢
の

詩
形
の
変
化
を
も
た
ら
し
た
と
結
論
づ
け
ら
れ
る
。
筆
者
も
こ
の
意
見
に
基
本
的

に
賛
成
で
あ
る
が
、
た
だ
、
元
和
初
期
の
韓
愈
の
詩
と
後
期
の
詩
と
を
比
べ
た
時
、
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詩
の
形
式
だ
け
で
な
く
、
語
彙
や
自
然
描
写
に
も
大
き
な
変
化
が
見
ら
れ
、
こ
れ

-
は
高
位
に
つ
い
た
こ
と
に
よ
る
心
境
の
変
化
が
直
接
の
原
因
で
は
な
く
、
そ
れ
に

伴
う
韓
愈
の
詩
観
や
自
然
観
の
変
化
に
起
因
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
筆
者
に

は
こ
の
こ
と
を
論
ず
る
若
干
の
用
意
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
韓
愈
の
詩
を

具
体
的
に
取
り
上
げ
て
古
楽
で
詳
し
く
論
じ
た
い
と
思
う
。

注

①
拙
稿
「
貞
元
末
流
請
期
に
お
け
る
韓
愈
の
文
学
活
動
」
(
『
中
国
中
世
文

 
学
研
究
』
二
九
、
一
九
九
六
年
)
、
「
元
和
初
年
の
韓
愈
一
孟
郊
と
の
聯
句
制

 
作
を
中
心
に
一
」
(
『
藤
原
尚
教
授
広
島
大
学
定
年
祝
賀
記
念
中
個
学
論
集
』

 
渓
水
社
、
一
九
九
七
年
)
。

②
製
作
年
代
の
考
証
二
つ
い
て
禄
、
†
年
譜
に
詳
し
い
の
で
そ
ち
ら
を
参
照

 
さ
れ
た
い
。

③
元
和
九
年
(
八
一
四
)
十
二
月
へ
韓
愈
は
考
功
郎
中
の
ま
ま
知
制
諾
に
任
ぜ

 
ら
れ
て
い
る
。
唐
代
の
習
慣
と
し
て
、
知
制
動
を
「
舎
人
」
と
称
し
た
。
羅

 
隠
の
「
寄
面
詰
李
舎
人
」
詩
や
、
鄭
谷
の
「
献
詠
詣
楊
舎
人
」
詩
に
「
制
諾
」

 
と
わ
ざ
わ
ざ
断
っ
て
い
る
の
は
そ
の
例
で
あ
ろ
う
。
韓
愈
は
こ
の
後
元
和
十

 
一
年
(
八
一
六
)
正
月
に
中
書
舎
人
に
就
任
す
る
。

④
下
定
雅
弘
「
韓
愈
の
詩
作
1
そ
の
古
体
の
優
勢
か
ら
近
体
の
優
勢
へ
の
変

 
化
に
つ
い
て
一
」
『
日
本
中
国
学
会
報
』
四
〇
、
一
九
八
八
年
。

⑤
1
5
.
 
1
6
句
か
ら
、
韓
愈
の
「
新
律
詩
」
に
は
七
絶
と
五
言
の
排
律
が
含
ま

 
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
絶
句
が
歌
わ
れ
や
す
い
形
式
で
あ
っ
た
こ
と
は
、

 
唐
・
弓
丈
弱
『
集
異
記
』
所
収
の
王
昌
齢
・
高
適
・
王
之
漢
の
逸
話
、
す
棲

 
わ
ち
三
人
が
歌
妓
に
歌
わ
れ
る
詩
を
競
い
合
っ
た
話
で
、
歌
わ
れ
た
の
は
高

 
適
の
も
の
を
除
い
て
は
い
ず
れ
も
絶
句
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
よ
く
知
ら
れ

 
る
。
排
律
に
関
し
て
は
、
長
篇
ま
る
ご
と
が
暗
唱
さ
れ
た
と
は
考
え
難
く
、

 
1
9
句
に
「
漫
り
に
章
句
を
裁
つ
翻
れ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
歌
唱
に
ふ
さ
わ
し

 
い
数
句
が
切
り
取
ら
れ
て
歌
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

⑥
.
 
食
積
や
白
居
易
の
評
価
と
は
対
照
的
に
、
元
宗
簡
の
詩
は
『
全
唐
詩
』
に

 
は
一
篇
も
採
録
さ
れ
て
お
ら
ず
現
存
し
て
い
な
い
。

⑦
花
房
英
樹
『
白
氏
文
集
の
批
判
的
研
究
』
(
彙
文
堂
書
店
、
一
九
六
〇
年
)

 
第
二
部
「
総
合
作
品
評
」
で
は
、
こ
の
詩
を
五
言
古
詩
に
分
類
す
る
が
、
白

 
居
易
自
身
は
あ
く
ま
で
律
詩
に
分
類
し
て
い
る
。
五
三
〇
頁
。

⑧
僧
籍
の
事
跡
は
、
羅
聯
添
「
塊
叩
年
譜
」
(
『
唐
事
詩
文
六
家
年
譜
』
所

 
収
、
台
湾
、
学
海
出
版
社
、
一
九
八
六
年
)
に
拠
る
。

⑨
 
こ
れ
以
外
に
楽
府
「
有
所
思
」
を
踏
ま
え
た
「
有
所
思
聯
句
」
(
巻
五
、

 
元
和
元
年
)
が
閨
情
を
詠
じ
た
詩
に
数
え
ら
れ
る
。
し
か
し
「
聯
句
」
と
あ

 
る
よ
う
に
、
韓
愈
個
人
の
詩
で
は
な
く
孟
郊
と
の
共
同
製
作
で
あ
る
こ
と
、

 
ま
た
こ
の
聯
句
が
元
和
元
年
の
作
で
あ
り
2
句
に
い
う
「
近
ご
ろ
の
詩
篇
」

 
に
合
わ
な
い
こ
と
、
そ
し
て
「
婬
情
」
の
主
題
が
孟
郊
の
得
意
と
す
る
も
の

 
で
あ
り
(
孟
郊
に
は
閨
情
を
主
題
と
し
た
「
古
別
離
」
「
滞
空
怨
四
首
」
の
他
、

 
ず
ば
り
門
有
所
思
」
と
題
す
る
楽
府
詩
が
あ
る
。
ま
た
「
有
所
思
聯
句
」
も
、

 
も
と
も
と
孟
郊
の
集
に
収
め
ら
れ
、
韓
愈
の
集
で
は
遺
文
中
に
見
え
る
も
の

 
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
銭
承
和
は
「
有
所
思
聯
句
」
の
題
注
で
、
「
韓
・

 
孟
聯
句
見
韓
正
集
者
不
入
孟
集
、
見
孟
集
者
韓
正
集
亦
未
収
。
其
載
於
韓
正

 
集
者
、
体
格
純
是
韓
、
見
孟
導
者
、
体
格
亦
純
是
孟
、
所
未
解
也
」
(
『
集

 
釈
』
巻
五
所
引
)
と
述
べ
る
。
)
、
恐
ら
く
は
こ
の
聯
句
が
孟
郊
の
呼
び
か
け

 
で
始
め
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
こ
乏
か
ら
、
元
積
の
言
う
「
新
律
詩
」
に
含
ま

 
れ
る
可
能
性
は
極
め
て
薄
い
。
，

⑩
「
游
城
南
十
六
首
」
は
、
『
韓
昌
黎
中
年
集
釈
』
で
は
元
和
十
一
年
(
八
 
六
)

 
に
繋
年
さ
れ
る
が
、
諸
家
の
説
く
ご
と
く
十
六
篇
す
べ
て
が
こ
の
時
期
に
作

 
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
筆
者
の
考
え
を
述
べ
れ
ば
、
公
務
が
多
忙
と
な
り
、

 
つ
か
の
間
の
休
日
を
長
安
城
南
郊
で
過
ゼ
す
と
い
う
私
的
生
活
が
行
わ
れ
る

 
よ
う
に
な
る
の
は
、
比
部
郎
中
史
館
修
撰
と
な
っ
て
高
級
官
僚
の
仲
間
入
り

 
を
す
る
元
和
八
年
(
八
＝
二
)
か
ら
で
あ
り
、
よ
っ
て
「
游
城
南
十
六
首
」
に

 
は
、
元
和
十
年
以
前
の
詩
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

⑪
管
見
で
は
、
韓
愈
の
近
体
詩
に
関
し
て
は
次
の
二
篇
の
硬
論
が
あ
る
。
芦

 
立
一
郎
「
韓
愈
の
近
体
詩
」
(
『
山
形
大
学
紀
要
』
(
人
文
科
学
)
第
一
二
巻

 
第
二
号
、
一
九
九
一
年
)
、
劉
曽
遂
「
略
論
韓
愈
的
近
体
詩
」
(
『
唐
詩
論
稿
』

 
所
収
。
杭
州
大
学
出
版
社
、
一
九
九
二
年
。
た
だ
し
論
文
自
体
は
こ
れ
以
前

 
に
学
術
雑
誌
に
発
表
さ
れ
た
も
の
と
後
記
に
記
さ
れ
る
)
特
に
劉
論
文
に
は

 
元
愼
の
詩
も
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
本
稿
も
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
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